
生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
講
座
資
料 

 
 

 
 

令
和
二
年
十
月
九
日
（

金
曜
日

） 
 

 
 

 
 

徳
川
綱
吉
と
日
向
村
義
民
地
蔵 

 

Ａ 

徳
川
綱
吉
の
略
歴 

 
 

 

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
代
将
軍
家
光
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。（
幼
名
徳
松
） 

 
 

 

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
十
五
歳
の
時
館
林
城
主
と
な
る
。
但
し
江
戸
定
府
。（

在
任
十
九
年

） 
 

 
 

 

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
日
光
御
社
参
の
時
初
め
て
館
林
城
に
入
る
。（

五
日
間

） 

 
 

 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
四
代
将
軍
家
綱
死
去
、
世
継
不
在
の
た
め
三
十
四
歳
の
綱
吉
が
五
代
将
と
な
る
。 

 
 

 

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
綱
吉
六
十
三
歳
で
死
去
（

在
任
二
十
九
年

）。
世
継
不
在
の
た
め
兄
綱
重
の
子

綱
豊
が
六
代
将
軍
家
宣
と
な
る
。 

家
宣
は
在
任
三
年
で
死
去
。
家
宣
の
子
家
継
が
四
才
で
七
代
将
軍
に
な
り
七
才
で
死
去
、
徳
川
家
康
直
系
の

血
筋
が
絶
え
、
御
三
家
紀
州
か
ら
吉
宗
を
八
代
将
軍
と
し
て
迎
え
る
。 

 

Ｂ 

綱
吉
に
関
す
る
館
林
の
文
書 

①
綱
吉
が
領
主
に
な
っ
て
繁
栄
し
た
館
林
（

館
林
記

） 

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
弟
参
議
右
馬
頭
綱
吉
が
館
林
領
主
に
な
っ
た
。
領
地
は

上
州(

群
馬
県)

の
新
田
郡
、
山
田
郡
、
邑
楽
郡
、
野
州(

栃
木
県)

の
梁
田
郡
の
四
郡
で
十
七
万
二
千
石
で
あ

っ
た
。
領
主
と
い
っ
て
も
綱
吉
は
江
戸
定
府
と
し
て
神
田
の
屋
敷
に
居
住
し
実
際
に
館
林
城
に
は
赴
任
し
な

か
っ
た
。
牧
野
備
前
守
が
江
戸
家
老
と
し
て
藩
邸
を
仕
切
り
、
蘇
我
周
防
守
、
金
田
遠
江
守
が
城
代
家
老
と

し
て
領
内
の
政
治
を
行
っ
た
。 

十
七
万
二
千
石
と
な
れ
は
旗
本
、
諸
侍
、
諸
役
人
、
陪
臣
、
使
用
人
を
含
め
る
と
数
万
人
に
も
お
よ
び
、
城

内
は
も
ち
ろ
ん
加
法
師
、
土
橋
、
丸
屋
敷
、
町
裏
、
新
宿
の
先
ま
で
城
下
は
人
で
満
ち
溢
れ
、
さ
な
が
ら
江

戸
の
町
の
よ
う
に
繁
盛
し
、
領
内
は
歓
び
の
声
で
満
ち
溢
れ
た
。 

 ②
城
主
と
し
て
在
任
十
九
年
中
綱
吉
の
館
林
入
城
は
た
っ
た
五
日
間
だ
っ
た
（

館
林
記

） 

綱
吉
は
江
戸
定
府
の
た
め
館
林
城
赴
任
し
な
か
っ
た
が
、
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

五
月
九
日
、
日
光
参
詣

の
途
中
に
初
め
て
城
内
本
丸
御
殿
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
時
対
面
を
許
さ
れ
た
者
の
中
で
太
田
大
光
院
と
谷
越

町
善
導
寺
住
職
は
時
服(

季
節
の
着
物)

を
拝
領
し
、
茂
林
寺
、
普
済
寺
、
遍
照
寺
、
惣
徳
院
、
五
宝
寺
、
千

眼
寺
、
興
蔵
寺
各
寺
は
分
銀
二
枚
づ
つ
頂
戴
し
た
。
小
寺
市
十
郎
、
青
山
四
郎
右
衛
門
、
青
山
久
兵
衛
、
中

井
勘
九
郎
等
惣
名
主
、
町
名
主
も
対
面
を
許
さ
れ
た
。
さ
ら
に
当
城
下
の
古
老
に
町
の
歴
史
な
ど
の
お
尋
ね

が
あ
っ
た
の
で
加
賀
美
浄
心
が
領
内
の
聞
書
を
提
出
し
た
。 

 ③
矢
場
川
の
付
け
替
え(

日
向
村
文
書) 

矢
場
川
は
足
次
村
、
木
戸
村
、
傍
示
塚
村
、
早
川
田
村
、
北
大
島
村
、
離
村
の
南
側
を
流
れ
て
い
た
が
、



寛
文
四
年(

一
六
六
四)

木
戸
村
の
裏
か
ら
雷
電
社
裏
ま
で
新
堀
を
開
削
し
て
渡
良
瀬
川
へ
放
流
す
る
よ
う

に
し
た
。
そ
れ
ま
で
旧
矢
場
川
が
野
州
と
の
国
境
だ
っ
た
が
新
堀
を
国
境
と
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
野
州
簗

田
郡
に
属
し
て
い
た
木
戸
村
、
足
次
村
、
傍
示
塚
村
、
早
川
村
と
、
野
州
阿
蘇
郡
に
属
し
て
い
た
北
大
島
村
、

離
村
は
上
州
邑
楽
郡
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

④
直
訴
事
件
に
関
係
し
た
名
主
十
八
名
が
日
向
村
で
処
刑
さ
れ
た 

（

日
向
村
文
書 

義
民
地
蔵
念
仏

） 

綱
吉
が
領
主
だ
っ
た
頃
の
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
、
一
俵
に
つ
き
一
斗
の
年
貢
割
り
増
し
を
言
い
つ

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
山
田
郡
台
之
郷
村
の
百
姓
小
沼
庄
左
衛
門
が
首
謀
者
と
な
っ
て
領
内
名
主
十
八
名
が

升
の
上
の
訴
訟
〔
年
貢
訴
訟
〕 
を
し
た
が
、
館
林
の
御
城
で
は
受
け
付
け
て
貰
え
な
か
っ
た
の
で
、
江
戸

藩
邸
に
訴
訟
し
た
と
こ
ろ
受
理
さ
れ
増
税
は
と
り
止
め
と
な
っ
た
。
し
か
し
直
訴
は
死
罪
と
の
定
め
に
よ
り
、

台
之
郷
村
小
沼
庄
左
衛
門
、
森
尻
右
馬
丈
、
栗
原
四
郎
兵
衛
、
富
田
村
小
沼
久
四
郎
、
石
原
村
栗
原
三
左
衛

門
を
は
じ
め
と
す
る
十
八
名
が
磔
と
な
っ
た
。 

十
八
名
も
の
名
主
が
磔
と
な
れ
ば
稀
に
見
る
大
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
を
命
じ
た
綱
吉
は
冷
酷
無
比
の
領
主
と

い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
綱
吉
は
館
林
領
主
と
は
い
い
な
が
ら
江
戸
定
府
と
い
っ
て
常
に
江
戸
屋
敷

に
住
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
館
林
領
の
支
配
は
城
代
家
老
の
金
田
遠
近
江
守
等
が
行
っ
て
い
た
。
し
か
も

問
題
の
発
端
と
な
っ
た
台
之
郷
村
が
金
田
遠
江
守
の
知
行
地
だ
っ
た
と
い
う
事
も
あ
り
、
綱
吉
が
直
接
に
関

与
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

日
向
村
の
文
書
や
念
仏
の
文
言
は
「
直
訴
」
と
い
う
違
法
行
為
に
関
わ
る
の
で
婉
曲
さ
れ
た
部
分
が
有
り
、

重
役
が
綱
吉
を
欺
い
て
増
税
し
た
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
ま
た
小
沼
庄
左
衛
門
の
娘
を
村
民
が
井
戸
に
隠
し

て
助
け
た
事
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
娘
も
処
刑
対
象
だ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
法
律
で
は
直

訴
な
ど
の
重
罪
を
犯
し
た
者
は
磔
、
そ
の
親
戚
、
家
族
は
打
ち
首
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
十
八
名
中
名
前
が

判
っ
て
い
る
の
は
五
名
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
名
以
外
の
十
三
名
は
他
の
名
主
で
は
な
く
、
親
戚
、
家

族
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
三
名
す
べ
て
が
村
の
名
主
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
他
の
地
域
に
も
、
も
う
少
し

記
録
が
あ
る
筈
で
あ
る 

。 

 
 

 

ち
な
み
に
別
の
直
訴
事
件
「
享
保
四
年
の
館
林
騒
動
」（
一
七
一
九
）
で
は
首
謀
者
三
人
が
打
ち
首
、
家

族
は
領
外
追
放
、
親
戚
は
「
お
構
い
な
し
」
で
あ
っ
た
。 

 
 

※
庄
屋‥

関
西 

名
主‥

関
東 

肝
煎‥

東
北 

 

Ｂ
綱
吉
に
対
す
る
風
評 

 
 

 
 

徳
川
綱
吉
は
「
犬
公
方
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
人
間
よ
り
犬
を
大
切
に
し
た
将
軍
と
し
て
良
い
印
象
を
も

た
れ
て
い
な
か
っ
た
が
近
年
そ
の
評
価
が
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。 

元
禄
四
年
に
綱
吉
に
謁
見
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
ケ
ン
ペ
ル
の
評
価
は
英
邁
な
君
主
と
の
印
象
だ
っ
た
。
「
生

類
憐
み
の
令
」
に
よ
っ
て
日
本
人
が
犬
を
食
用
と
す
る
習
慣
が
な
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る‥

‥

西
洋
人
は

犬
を
喰
う
事
を
野
蛮
と
思
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

綱
吉
は
戦
国
風
の
武
断
政
治
の
流
れ
を
文
治
政
治
に
変
え
た
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

①
生
類
憐
れ
み
の
令
は
悪
法
だ
っ
た
か
？ 



 
 

 
 

「

生
類
憐
み
の
令
」
は
将
軍
在
位
中
百
三
十
五
回
も
発
せ
ら
れ
た
と
云
う
。
そ
の
内
容
は
「
棄
て
児
を

し
て
は
な
ら
な
い
」「
病
身
の
親
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
」「
動
物
を
見
世
物
に
し
た
商
売
を
し
て
は
な
ら

な
い
」「
犬
猫
を
殺
生
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
人
道
的
、
動
物
愛
護
の
法
令
だ
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 

綱
吉
は
十
万
頭
に
お
よ
ぶ
江
戸
市
中
の
野
犬
を
中
野
の
収
容
所
で
保
護
し
た
。
そ
の
理
由
は
噛
み
つ
き
被

害
か
ら
江
戸
庶
民
を
守
る
た
め
だ
っ
た
。
野
犬
に
よ
る
噛
み
つ
き
被
害
は
深
刻
で
各
藩
で
も
野
犬
狩
り
は
年

中
行
事
だ
っ
た
。 

ま
た
農
村
部
で
は
野
犬
、
熊
、
猪
、
鹿
な
ど
に
よ
る
家
畜
の
被
害
、
農
産
物
の
被
害
防
止
の
た
め
鉄
砲
で

駆
除
す
る
こ
と
は
容
認
さ
れ
て
い
た
。
穀
物
の
採
れ
な
い
山
間
部
で
は
狩
猟
な
し
で
は
生
き
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
「
山
鯨
」「
牡
丹
鍋
」
と
い
っ
た
肉
食
な
ど
は
黙
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

②
新
井
白
石
に
よ
る
酷
評 

人
間
よ
り
犬
が
大
切
に
さ
れ
た‥

松
の
廊
下
の
刃
傷
事
件
の
仕
置
き
の
不
公
正‥

‥

と
い
っ
た
綱
吉
の

不
評
は
、
綱
吉
の
死
後
六
代
将
軍
家
宣
、
七
代
将
軍
家
継
の
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
新
井
白
石
が
家
宣
、
家
継

の
治
世
を
た
た
え
る
た
め
、
綱
吉
の
政
治
を
強
烈
に
批
判
し
否
定
し
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

③
内
匠
頭
の
切
腹
は
不
公
平
だ
っ
た
か
？ 

 
 

 
 

綱
吉
は
江
戸
城
松
の
廊
下
で
浅
野
内
匠
頭
が
吉
良
上
野
介
に
切
り
つ
け
た
罪
で
内
匠
頭
に
切
腹
を
命

じ
た
が
、
上
野
介
は
無
罪
と
し
た
。
後
世
の
評
価
で
は
喧
嘩
両
成
敗
な
の
に
不
公
平
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
法
令
上
で
は
無
抵
抗
だ
っ
た
上
野
介
に
一
方
的
切
り
つ
け
た
内
匠
頭
に
非
が
あ
り
上
野
介
に
は
罪

は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
後
に
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
仇
討
ち
が

美
談
と
さ
れ
上
野
介
が
悪
役
に
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
。 

 
 

 
 

Ｃ
日
向
村
義
民
地
蔵
由
来
記
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
放
映 


